
  

リリース ノート 

リリース日: 2015 年 3 月 16 日 

DocAve® 6 SP 5 

ソフトウェア プラットフォーム 



2   

 
DocAve 6 リリース ノート 

DocAve 6 SP5 アップデート詳細 

お使いの DocAve インスタンスのアップデートについては、DocAve コントロール パネル ユーザーガイド 内 更新マネージ

ャー セクションを確認してください。 

以下のテーブルは、DocAve 6 SP5 の新機能のうち重要な更新部分の詳細となります。 

直接アップデートに必要な最低バー

ジョン 

DocAve 6 のバージョンすべて 

対応する SharePoint バージョン SharePoint Online、SharePoint Server 2010、SharePoint Server 

2013 に対応しています。SharePoint のバージョンに関する詳細は、 

DocAve 6 インストール ガイド を確認してください。  

その他 AvePoint 製品との依存関

係 

対応プラットフォーム バージョン間の互換表については、AvePoint ナレッジベ

ース内 Governance Automation, DocAve, SharePoint, and 

SnapManager for SharePoint Support Matrix (英語) を確認してく

ださい。 

新規ライセンス要否 × 

IIS リセット要否 ○ 

マネージャー サーバーのリブート要

否 

× 

エージェント サーバーのリブート要否 × 

アップデート状況の確認方法 コントロール パネル > 更新マネージャー > 履歴の表示 でアップデート状況

を検証できます。履歴の表示 ページで、新しくインストールした更新の バージ

ョン 列を確認してください。 

 

 

http://www.avepoint.co.jp/assets/pdf/sharepoint_user_guides/Control_Panel_Reference_Guide.pdf
http://www.avepoint.co.jp/assets/pdf/sharepoint_user_guides/DocAve_6_Installation_Guide.pdf
http://www.avepoint.com/community/kb/governance-automation-docave-and-snapmanager-for-sharepoint-support-matrix
http://www.avepoint.com/community/kb/governance-automation-docave-and-snapmanager-for-sharepoint-support-matrix
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新機能と強化点 

DocAve プラットフォーム 

 管理センター、展開マネージャー、レポート ポイント、レプリケーター、SharePoint 移行、コンテンツ マネージ

ャーで、フィルター条件に 最終アクセス時刻 が追加されました。 

 物理デバイスのストレージ タイプで IBM Storwize ファミリーを選択できるようになりました。 

移行 

EMC Documentum 移行 

 オンライン移行ならびに LiveLink、eRoom、EMC Documentum 移行で、移行先として Office 365 ノ

ードを選択し、ジョブの実行時に使用するスレッドの数を指定した際に、マルチ スレッド経由でジョブを実行でき

るようになりました。この場合、MultiThreadConfig Enabled="false" MaxMultiThread="5" 

/ ノードを LivelinkMigrationConfiguration.xml ファイルに追加する必要があります。 

 移行オプション の フォルダー構造の管理 機能で、移行元フォルダーのパスまたは親フォルダーのフォルダー名

を表示することができるようになりました。  

 移行オプション で、リンクされたフォルダー / ドキュメントの移行 セクションが追加されました。この機能では、

移行元のリンク済みフォルダーやドキュメントの移行方法を決定することができます。 

 CreateNewTermIfDoesNotExist=”true”/ ノードを 

DocumentumMigrationConfiguration.xml ファイルに追加しました。このノードは、移行先に存

在しない移行元オブジェクトのメタデータ列の値を移行する際に、移行先の Managed Metadata 用語スト

アで新規の用語を作成する場合に使用します。 

SharePoint 移行 

 移行元と移行先両方のツリーで、Web アプリケーション テナント グループにサイト コレクションが表示されるよ

うになりました。 

 ツリー表示で、アクセス権限のあるサイト コレクションのみが表示されるようになりました。 

 移行ジョブ時に、移行先の SharePoint Online ノードで OneDrive for Business Group タイプを選

択できるようになりました。 

 SharePoint Online 移行ジョブ時に、SharePoint 2007 および SharePoint 2010 の性能を向上し

ました。 
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 メタデータ ファイルを使用した SharePoint オフライン移行ジョブで、移行先に Managed Metadata お

よび 参照 タイプの列を追加しました。 

 データ移行機能が修正され、SharePoint 移行時に既定で SSL が使用されるようになりました。 

 SharePoint 2007 または SharePoint 2010 から SharePoint Online への移行テスト実行ジョブで、

アイテム、ドキュメント、フォルダーの比較ロジックが向上しました。同じ GUID を持つアイテムは競合アイテムと

してみなされるようになりました。同じ URL を持つドキュメントまたはフォルダーは、競合するドキュメントまたはフ

ォルダーとしてみなされるようになりました。 

ファイル システム移行 

 ファイル システムから SharePoint Online へのデータ移行で、マルチ スレッドに対応しました。  

 移行するファイルに対してメタデータ Excel ファイルが使用できるようになりました。移行ジョブ時には、メタデー

タ ファイルに記載されているファイルのみが移行されます。 

 SharePoint 上でタイプが ブロック済み に設定されている移行元ファイルは、移行時に ZIP ファイルに圧縮

されます。高機能変換ではこの機能に対応していません。 

 マッピングの性能を向上しました。メタデータ ファイルを使用して移行ジョブを実行し、メタデータを移行する場

合、移行先に存在しない移行元の列も移行先へとマッピングされるようになりました。 

 メタデータ ファイルに含まれるフォルダーおよびファイルのコンテンツ承認状態のカスタマイズを移行前に実行でき

るようになりました。送信されたアイテムに対してコンテンツの承認を必須にする 機能が移行先で有効になっ

ている場合、カスタム コンテンツ承認状態の値を移行することができるようになりました。 

 ジョブが完了すると別の場所へ移動する 機能が有効になっており、かつ 移行元の各ファイルにショートカッ

トを残す チェックボックスが選択されている場合、ファイルの移行後に各ファイルのショートカットが移行元に生成

されます。このショートカットをクリックすることで、対応する移行先のファイルにアクセスすることができます。 

 CreateNewTermIfDoesNotExist ノードを FileSystemMigrationConfiguration.xml 構

成ファイルに追加しました。これにより移行先で用語を作成することができます。用語を作成する場合は、

CreateNewTermIfDoesNotExist ノードの値を True にする必要があります。 

 カスタム メタデータ ファイル内のコンテンツ タイプの構成に対応しました。コンテンツ タイプ列の値です。コンテン

ツ タイプの作成は SharePoint でサポートされていないため、カスタム メタデータ ファイルは移行先にある必

要があります。  

 

 



 5 

 
DocAve 6 リリース ノート 

 

eRoom 移行 

 eRoom ダッシュボードの添付ファイルやコメントを SharePoint カスタム リストへと移行できるようになりました

。 

 CreateNewTermIfDoesNotExist=”true”/ ノードを 

eRoomMigrationConfiguration.xml ファイルに追加しました。このノードは、移行先に存在しない

移行元オブジェクトのメタデータ列の値を移行する際に、移行先の Managed Metadata 用語ストアで新

規の用語を作成する場合に使用します。 

 eRoom 移行プロファイル内の eRoom 移行ツールで生成された XML ユーザー マッピング ファイルを使用で

きるようになりました。このファイルは eRoom 移行ツールのあるサーバー内の 

...\AvePoint\Agent\data\Migrator\eRoomMigrator ディレクトリに保管されています。  

 AccurateSecurityTrimming Option ノードが eRoomMigrationConfiguration.xml ファイル

に追加されました。移行元 eRoom アイテムの 開く 権限および 編集 権限をより正確に移行できるようにな

りました。これにより、eRoom と SharePoint の権限継承ヒエラルキーの違いによって移行時に発生する移

行元と移行先の権限の不一致の発生を防ぐことができます。 

 SharePoint 2007 および SharePoint 2010 から SharePoint Online への移行ジョブにおける作業

能力の向上のためバグの修正を行いました。 

 eRoom および Exchange パブリック フォルダーのネスト構造のメタデータ用語を Managed Metadata 

用語として SharePoint へ移行することができるようになりました。 

Livelink 移行 

 Livelink ファイル名と SharePoint タイトルとのマッピングに対応しました。 

 LivelinkID をインデックス付きの列として移行できるようになりました。 

 IsRestoreProjectAsFolder Flag="false"/ ノードを 

LivelinkMigrationConfiguration.xml ファイルに追加しました。このノードでは、Livelink プロジェク

トを SharePoint フォルダーへとリストアするかどうかを選択することができます。 

 ZipBlockFileTypes Flag="true" / ノードを LivelinkMigrationConfiguration.xml ファイ

ルに追加しました。このノードは、SharePoint でブロックされるタイプの Livelink ファイルを .zip ファイルに圧

縮するかどうかを選択する際に使用します。 

 フィルター ポリシーで、メタデータ: テキスト ポップアップ、メタデータ: 数値ポップアップ、メタデータ: 日付ポ

ップアップ ルールをアイテム レベルに追加しました。 
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Quickr 移行 

 DocAve マネージャーおよび DocAve 移行ツールの列マッピングで、Managed Metadata 列タイプに対

応しました。 

 CreateNewTermIfDoesNotExist 属性を QuickrMigrationWorker.xml ファイルに追加しま

した。これにより移行元フィールドの値が移行先にない場合に、移行先で新しい用語を作成することができるよ

うになります。 

Notes/Domino 移行 

 Lotus Notes データを DXL ファイルとしてエクスポートできるようになりました。 

 SpecifiedTitleForAllContentTypes 属性を LotusNotesMigrationWorker.xml ファイルに

追加しました。これにより、移行ジョブ対象となるコンテンツ タイプすべてのタイトルの値として移行する値のフィ

ールドを定義することができます。 

 移行オプション で、ユーザーとグループを移行 を使用して移行元のユーザーおよびグループを SharePoint 

へ移行するかどうかを選択できるようになりました。また セキュリティの移行 を使用することで、移行元ユーザー

およびグループのセキュリティを移行するかどうかを選択することも可能です。 

 フィルター ポリシーで 添付ファイル レベルにタイプ ルールが追加されました。このルールでは添付ファイルをファ

イル拡張子でフィルタリングすることができます。 

 データベース ACL に含まれるユーザーに対するユーザー マッピングの構成に対応しました。 

 CreateNewTermIfDoesNotExist 属性を LotusNotesMigrationWorker.xml ファイルに追

加しました。これにより移行元フィールドの値が移行先にない場合に、移行先で新しい用語を作成することが

できるようになります。 

 プロファイル設定で、フィールド値でフォルダーを作成する オプションが新たに追加されました。これによりフィー

ルド値の名前が付けられたフォルダーに Lotus Notes ドキュメントを移行することができるようになります。 

パブリック フォルダ移行 

 構成ファイルを構成することで、移行したコンテンツの 移行時間 を 最終更新日時 として移行先で使用でき

るようになりました。 

 移行オプション の フォルダー構造の管理 で、フォルダー構造を統合する 機能が追加されました。これにより

、フォルダー構造管理の移行元フォルダーのパスまたは親フォルダーのフォルダー名を表示することができます。  
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 プロファイルのフォルダー構造管理フィールドに、列を追加して移行元パスおよび親フォルダー名を保持する オ

プションが追加されました。これにより移行したコンテンツの移行元パスまたは親フォルダー名を記録することがで

きます。 

 Managed Metadata 列に関連する用語が移行先にない場合、構成ファイルを構成することで Managed 

Metadata 用語を作成できるようになりました。 

 Exchange パブリック フォルダから SharePoint Online への移行作業におけるパフォーマンスを向上しまし

た。 

 Exchange パブリック フォルダー移行 API を使用することにより、アップロードした移行プロファイルに対して フ

ォルダーの統合 オプションの設定を確認できるようになりました。 

 

運用管理 

管理センター 

 管理検索 および セキュリティ検索 の 検索フィルター セクションで、列の値でアイテムやドキュメントをフィルタ

リングすることができるようになりました。 

 Policy Enforcer で、エージェントの負荷分散に対応しました。 

 非アクティブ アカウントの整理 で、ユーザーが非アクティブになっているかどうかを SharePoint ユーザー ID 

で確認することができるようになりました。 

 サイト レベル条件のスキャン イベント タイプを追加し、サイト テンプレートの選択オプションを追加することで、

Policy Enforcer サイト テンプレート ルールを向上しました。  

 Policy Enforcer で、定義グループ 機能を追加しました。 

 Policy Enforcer の ルールの追加 機能で、構成、セキュリティ、管理、カスタマイズ の 4 つのカテゴリから

選択できるようになりました。 

 新機能の Draft Item Security (下書きアイテムのセキュリティ) では、Policy Enforcer ルールの リ

ストのバージョン設定 および ライブラリのバージョン設定 のパラメーターを設定することができます。 

 ルールの構成 ページで イベント タイプ セクションを追加しました。このセクションでは、該当ルールのトリガーと

なるイベント タイプを指定することができます。 

 リスト/ライブラリ レベルで Policy Enforcer を使用できるようになりました。 
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 Policy Enforcer で、サイト コレクションの管理者制限 ルールが追加されました。 

 管理検索 プランおよび セキュリティ検索 プランで、エクスポート先 設定を追加しました。これにより検索結

果レポートをオフラインで保存することができます。 

 レポートのダウンロード および 編集のエクスポート 画面で、エクスポート先 を構成できるようになりました。

これにより SharePoint ライブラリや UNC パスへのレポートのエクスポートが可能になります。 

 AD 削除済みアカウントの整理 の名称が変更されて 非アクティブ アカウントの整理 となり、未確認アカウ

ント タイプが追加されました。また 非アクティブ アカウントの整理 では、ユーザーの SID 値に基づいてアカウ

ントが非アクティブどうかを確認することができるようになりました。 

 メタデータの変更 (オンライン) 画面で、列の値の更新 セクションのドロップダウン リストに すべて選択 オプ

ションが追加されました。  

 Policy Enforcer プロファイル用のエージェント グループを、API を使用して構成できるようになりました。 

 Policy Enforcer の ルールの構成 画面で、受取人 テキスト ボックスに Active Directory グループ名を

入力することで、メール通知の受信者として Active Directory 全体を含めることができるようになりました。 

 サイト テンプレート Policy Enforcer ルールで、このルールが適用される承認済みサイト テンプレートを指定

する際の説明が向上しました。 

 ジョブ モニターの 詳細の表示 機能を使用すると、管理センター ジョブの実行中でもジョブの詳細を確認する

ことができるようになりました。 

コントロール パネル 

 自動的に暗号化キーを生成する が選択されている場合、暗号化キーの定期更新および即時更新が可能

になりました。また、シードから暗号化キーを生成する が選択されている場合は、シードを変更することで暗号

化キーを更新することも可能になりました。 

 NFS をストレージ タイプとして使用できるようになりました。  

 手動入力モードに加え、スキャン モードでも OneDrive for Business を登録できるようになりました。  

 複数の信頼できるユーザーを既存システムまたはテナント グループに同時に追加できるようになりました。  

レプリケーター 

 発行モードで、レガシー コンテンツの発行 オプションおよび 変更されたコンテンツの発行 オプションを構成す

る際にスケジュールを設定できるようになりました。 
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 発行モードで、権限のトリミングが可能になりました。 

 API を使用したジョブの実行および停止に対応しました。 

 SharePoint Online 向けの SharePoint 2013 プラットフォーム ワークフローに対応しました。  

 発行テンプレートをコピーする際に、特定の列を除外できるようになりました。 

 SharePoint Online からユーザー プロファイルを複製できるようになりました。 

 修復機能により、例外ありで失敗したジョブの修復が可能になりました。 

コンテンツ マネージャー 

 エージェント グループを使用できるようになりました。これにより SharePoint Server 2010 および 

SharePoint Server 2013 コンテンツのコピー・移動に加え、データのインポート・エクスポートを実行すること

ができます。 

 フォルダー構造の統合 機能で、移動元フォルダーのパスに加えて親フォルダーのフォルダー名を表示することが

できるようになりました。  

展開マネージャー 

 展開プランにワークフローを追加し、展開できるようになりました。 

 パーティション分割モード で、Managed Metadata Service を使用して複数のテナントを管理できるよう

になりました。 

 SharePoint Online に対応しました。 

  

データ保護  

スタンバイ センター 

 ストレージ デバイスとして NFS に対応しました。  

 DocAve コネクタの BLOB データをスタンバイ センター ジョブに含めることができるようになりました。 

 同期、フェールオーバー、フォールバック の前後にユーザー定義のスクリプトを実行できるようになりました。 
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 本番ファームおよびスタンバイ ファームのメンテナンス・アップグレード時に使用できる フェールオーバーのメンテ

ナンス および フォールバックのメンテナンス に対応しました。 

 ログ シッピング フェールオーバー機能を改善しました。フェールオーバー オプション セクションで、フェールオー

バー前に増分同期ジョブを実行する オプションの選択が可能になりました。これによりログ シッピング フェール

オーバー時のデータ ロスを最小限に抑えることができます。スタンバイ データべースが読み取り専用以外のモー

ドに設定されている場合にログ シッピング フォールバックの実行が可能になりました。逆行同期ジョブにより、ス

タンバイ データベースを本番環境と同期することができるようになりました。同期した本番環境は別の名前が付

けられます。別の名前が付けられた本番データベースは、フォールバックの完了後に削除するかそのまま保持す

るかを選択することができます。 

バックアップ＆リカバリー 

 動的暗号化キーの生成に対応しました。これにより最小単位バックアップ時にバックアップ データを暗号化し、

リストア作業の前に復号化することが可能になります。 

 プラットフォーム・最小単位バックアップおよびリストアで、動的暗号化キーを生成し、バックアップ中にデータを暗

号化してリストア作業前にバックアップデータを復号化することができるようになりました。 

 API および Cmdlet を使用して最小単位バックアップ データをリストアできるようになりました。   

 最小単位リストア実行時にデータを選択する際、バックアップした添付ファイルおよびドキュメントをプレビューす

ることができるようになりました。 

プラットフォーム バックアップ & リストア 

 API および Cmdlet を使用した生データベース バックアップ データおよび別の場所へリストアに対応しました。 

 SharePoint 2010/2013 ファームのクローン生成に対応しました。ジョブの完了後も両ファームは機能しま

す。  

 BLOB データと一緒に SharePoint 2010 ファームや SharePoint 2013 ファームを別のファームへクロー

ン生成する ファーム クローン 機能が新たに追加されました。 

 VM 管理に対して以下の改善を行いました。  

o プラットフォーム バックアップ & リストア モジュールでバックアップした VM バックアップ データのリストアに

対応しました。  

o DocAve マネージャーから別の場所へバックアップした VM バックアップ データのインポートに対応しまし

た。  
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o 複数の物理デバイスを同時に使用できるようになりました。  

o VM バックアップのオブジェクト ベース リストアに対応しました。 

o プルーニングの保持ルールを構成できるようになりました。 

o Hyper-V VM のバックアップデータについて、ファイル レベルのコンテンツに対してリストアおよび保持ポリ

シーの適用が可能になりました。 

o vCenter VM の EXS/ESXi バックアップデータについて、ファイル レベルでの保持ポリシーのリストアお

よび適用に対応しました。 

o VM ファーム全体をバックアップする際に、vCenter の EXS/ESXi にホストされた VM に対して増分

バックアップを実行できるようになりました。 

o Hyper-V VM の完全バックアップに対応しました。 

o サード パーティによるバックアップ データのデータベースおよびインデックス コンポーネントのリストアに対応

しました。 

 データベース レベルで 別の場所へリストア または 元の場所へリストア を完了すると、サード パーティによる

バックアップ データからデータベースおよびインデックス コンポーネントをリストアすることができます。 

 ファームの再構築で、サード パーティによるバックアップ データを使用したファームの再構築に対応しました。  

 API および Cmdlet を使用してプラットフォーム バックアップ データを元の場所へリストアできるようになりまし

た。 

レポート ポイント 

 使用パターン警告 機能が新たに追加されました。この機能では、カスタム アクション プロファイル を追加す

ることにより、SharePoint 環境内のユーザー アクティビティを監視することができます。  

 使用パターン警告ルール プロファイルに ダウンロード・アップロード ルール タイプを追加しました。これにより 

SharePoint 内でのアクティビティのダウンロードおよびアップロードを監視することができます。 

 使用パターン警告ルール プロファイルに 監査イベントで計算するアクティビティ ルール タイプおよび 監査イベ

ントに影響されたオブジェクト ルール タイプを追加しました。これにより SharePoint 監査イベントで定義し

たユーザー アクティビティを監視することができます。 

 サイト コレクション レベルで 検索利用状況 レポートを生成できるようになりました。 
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 サイト コレクション レベルで 最終アクセス時刻 レポートおよび ページトラフィック レポートを、サイト レベルで 

サイト アクティビティのランキング レポートを生成できるようになりました。 

 オンプレミス版 SharePoint 2013 で 検索利用状況 レポートに対応しました。 

 設定 タブで、アクティビティ履歴のプルーニング 機能が新たに追加されました。この機能では、事前に定義

可能な条件に基づいてレポート ポイント ジョブのデータを DocAve レポート データベースから削除することが

できます。 

 SP2010/2013ReportCenterSocialActivity.wsp の名称を AvePoint 

SP2010/2013UsageActivityWebParts.wsp に変更し、レポート ポイント ダッシュボード Web 

パーツを追加できるようになりました。 

 

ストレージ最適化 

コネクタ 

 コネクタで接続したコンテンツは、OneDrive の [同期] ボタンを使用して同期することができるようになりまし

た。 

 コネクタのストレージ タイプとして NFS に対応しました。 

ストレージ マネージャー 

 Internet Explorer、Firefox、Google Chrome のうちいずれかのブラウザを使用している場合、ダウンロ

ードの表示 画面、ダウンロード ウィンドウ、ダウンロード 画面などで、大容量ファイルやブロックされたファイル

の処理を一時停止および再開することができるようになりました。 

管理シェル 

 Set-DAPassPhrase Cmdlet を追加しました。これにより regedit 内でマネージャーのパスフレーズをリセッ

トすることができます。 

 Set-DAJobStopped Cmdlet を追加しました。これにより長時間待機状態となっているジョブを強制終了

することができます。 

 リスト名、グループ、テンプレート、コンテンツ、列、言語、ユーザー マッピング プロファイルなどを、API および 

Cmdlet を使用してインポート・エクスポートできるようになりました。   
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 API および Cmdlet を使用して、DocAve スタンバイ センター モジュールのプレスキャン ジョブ、同期ジョブ、

フェールオーバー ジョブ、フォールバック ジョブを実行できるようになりました。   

 API および Cmdlet を使用して、展開マネージャーのプランを作成できるようになりました。   

 API および Cmdlet を使用して、DocAve レプリケーター モジュールのオンライン レプリケーター プランの作

成、取得、更新、削除を実行できるようになりました。   

 DocAve API を使用して、プラットフォーム バックアップおよび最小単位バックアップのデータをリストアできるよ

うになりました。 

 コマンド ラインからスタンバイ センターの機能を使用できるようになりました。 

 SharePoint 2013 のコンテンツおよび関連するメタデータ情報を DocAve Vault モジュール用の外部スト

レージ システムへエクスポートできるようになりました。 

 API で対応しているものの Cmdlet で公開されていなかった機能についても、Cmdlet を新たに追加しまし

た。 

ヘルス アナライザー 

 ヘルス アナライザーのスタンドアロン バージョンが公開されました。 
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バグ修正 

コンテンツ マネージャー 

 トップ レベルサイト間の SharePoint オブジェクトのコピーまたは移動に使用する 用語セット を選択した状態

でコンテンツ マネージャー ジョブを実行する場合、ローカルの用語セットおよびコピー元ノードで使用されている

用語をローカル用語グループにコピーまたは移動できるようになりました。 

 SharePoint 2013 アンケート リスト内の SharePoint Designer 2010 ワークフロー インスタンスをコピー

または移動できるようになりました。  

 移動元と移動先の両方に SharePoint Online ノードを指定してコンテンツ マネージャー ジョブを実行する

場合、Managed Metadata Service の設定が 用語 セットに構成すると、移動元の用語セットと合わせ

て この用語セットをサイト ナビゲーションに使用する の設定をコピーまたは移動できるようになりました。 

 SharePoint Online 環境でコンテンツ マネージャーの列マッピング ジョブを構成する場合、移動元の参照

列とその値を移動先の列とを一致させるよう構成した列マッピングに、移動先の列の値マッピングが含まれるよ

うになりました。  

 コンテンツ マネージャーで構成した 日付と時刻 列の値を、移動元から移動先へとマッピングできるようになりま

した。  

プラットフォーム バックアップ＆リカバリー 

 ファーム修復ジョブを実行する際に、DocAve エージェントのインストール先となるサーバーの IP アドレスを 

SharePoint へ、ホスト名を DocAve マネージャーへ登録することができるようになりました。  

 クラスター型 SQL Server インスタンス内のファイルシェア ディレクトリにファイルが保管されているデータベース

上で実行できるようになりました。 

展開マネージャー 

 展開先ファーム ツリーのファイル システム ノードで、フォルダーのノードを展開した際に [コンテナの作成] ボタン

が表示されるようになりました。 

レプリケーター  

 SharePoint 2010 環境で増分ジョブを実行する場合に SharePoint Server 発行 機能が有効にな

っていると、レプリケート元サイトのサイド リンク バーで非表示になっている子サイトおよび子ページは、レプリケー

ト先サイトのサイド リンク バーでも非表示として扱われるようになりました。  
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スタンバイ センター  

 同期ジョブで、カスタム ポートを持つ名前付き SQL インスタンスを同期先 SQL インスタンスとしてテストするこ

とができるようになりました。 

 スタンバイ ファーム モードを使用して SharePoint 2013 SP 1 のスタンバイ センター グループに Secure 

Store Service アプリケーションを追加し、本番環境の Secure Store Service アプリケーションで使用す

るものと同じ鍵でスタンバイ側の Secure Store Service アプリケーションの設定を編集すると、同期ジョブお

よびフェールオーバー ジョブの完了後にスタンバイ ファームの Secure Store Service アプリケーションの鍵を

取得し、アプリケーションが正常に動作するようになりました。  

 AlwaysOn Availability グループを同期方法として使用してスタンバイ センターに Search Service アプ

リケーションを追加した場合、本番環境の Search Service アプリケーションが更新され、同期やフェールオー

バー、フォールバックなどのジョブ完了後でも機能するようになりました。 

コネクタ  

 Windows Server 2003 配下の FTP サーバーをコネクタ ライブラリのストレージとして使用する場合でも、

ドキュメントが SharePoint へ同期されるようになりました。  

レポート ポイント 

 監査コントローラーで、ツリー ノードの監査データを取得するプランを作成した場合 (オプション メニューから オ

ブジェクトの最終アクセス時刻を追跡する を選択してプランを保存し、[データを取得] を選択して、

…\AvePoint\DocAve6\Agent\Data\SP2010\Arch または 

…\AvePoint\DocAve6\Agent\Data\SP2013\Arch ディレクトリ配下の 

AgentCommonStorageEnv.cfg ファイルを指定して、Daysbetween 属性を設定)、その後サイト コ

レクションに対してストレージ マネージャー ルールを作成し、条件ルールとして 最終アクセス時刻 を構成して

ストレージ マネージャー ジョブを実行すると、ストレージ マネージャー ジョブの時間とデータ取得ジョブの時間と

の間隔が AgentCommonStorageEnv.cfg ファイル内の Daysbetween 属性に従って設定された間

隔よりも大きい場合に、該当ストレージ マネージャー ジョブが例外ありで完了するか失敗し、データ取得時間

が失効したことを示すログ ファイル内のメッセージが表示されないようになりました。 
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既知の問題 

インストール 

 Windows Server 2012 および Windows 8 環境で DocAve 6 プログラムを検索すると、DocAve 6 シ

ョートカットは既定で Internet Explorer (IE) 10 の Metro UI 版で開きます。IE 10 では Silverlight 

5.0 に対応していないため、スクリーン解像度が低いので IE が実行できない旨のメッセージが表示されます。こ

の問題を解決するには、IE 10 デスクトップ版、または Windows 8.1/Windows 2012 R2 環境 (デスクト

ップからのショートカットを使用するなど) の IE 11 で DocAve 6 を開きます。 

 WIndows アップデート KB2756920 をインストールした後にコントロール サービスにアクセスできない状態が発

生した場合、ホットフィックス KB2637518 をインストールすることで解決します。ダウンロード リンクは 

Microsoft® サポート 技術情報 内にあります。  

コントロール パネル 

 .Net Framework 3.5 環境に DocAve エージェントをインストールした場合、その後同環境で .Net 

Framework 4.5 にアップグレードしても DocAve インターフェイスで SharePoint Online のサイトは表示さ

れません。これは、.Net バージョンの情報がはじめに DocAve マネージャーでエージェントを登録する際に取得さ

れるためです。3.5 から 4.5 へのアップグレード終了後、SharePoint Online に接続する前にエージェント サ

ービスを再起動する必要があります。 

 Administrators および Users グループで Internet Explorer セキュリティ強化の構成 が有効化されて

いると、ジョブ モニターでジョブ レポートおよびライセンス レポートをダウンロードすることができません。この問題を解

決するには、サーバー マネージャーに移動し、セキュリティ情報セクション内の [IE ESC の構成] リンクをクリックし

ます。Internet Explorer セキュリティ強化の構成 インターフェイスが表示されます。Administrators セク

ションおよび Users セクションで [オフ] ラジオボタンを選択し、[OK] をクリックして変更を保存すると、レポートを

ダウンロードできるようになります。 

 DocAve 6 SP 5 へのアップグレード後、SharePoint にインストールされている 

ReportCenterSocialActivity.wsp ソリューションが正常に更新されません。これは、DocAve では 

ReportCenterSocialActivity.wsp は UsageActivityWebParts.wsp に名称が変更されており

、当該ソリューションの状態が 展開済み ではなく 未展開 となっていることが原因で発生します。 

 

 

 

http://support.microsoft.com/kb/2637518
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移行 

SharePoint 移行 

 SharePoint 2007 から 2010 への移行ジョブを実行し、SharePoint 2010 Web アプリケーション内で管理パ

スを作成した場合、移行先として手動で作成したサイト コレクションを選択すると、Web アプリケーション ノードを更

新しても新しく作成した管理パスが移行先のツリーに読み込まれません。この問題を解決するには、Web アプリケー

ションのあるファーム ノードを更新する必要があります。 

eRoom 移行 

 eRoom 内の Windows NT ドメイン タイプを使用してディレクトリ接続を追加し、このドメインからユーザーおよびグ

ループを eRoom へ同期したのち、同期したグループから新たにグループを追加して同一ドメイン内の SharePoint 

に eRoom を移行すると、グループの移行に失敗します。これは、eRoom 移行ではディレクトリ接続名をドメイン名

として使用するため、eRoom 移行時に 2 つの異なるドメイン間での移行と認識されてしまうために発生します。この

問題を解決するためには、移行元の eRoom 接続名と移行先のドメイン名をマッピングするようドメイン マッピングを

構成する必要があります。 

パブリック フォルダ移行 

 オンプレミス版 Outlook から OWA (Outlook Web App) に向けて、または OWA からオンプレミス版 

Outlook に向けてメールを返信する際、メールの件名を変更すると、返信メールのスレッド インデックス プロパティの

値が変更され、それ以降の返信が同じトピックで処理されなくなります。返信や転送メール、元のメールなどは移行先 

SharePoint 内のディスカッション掲示板に移行されます。スレッド インデックスの値に変更があった返信や転送メー

ルは、移行先でも同じトピックとして移行されることはありません。 

EMC Documentum 移行 

 互いに属性を継承しあう 2 種類の Documentum タイプが移行後も移行元に存在している場合、これら 2 種

類の SharePoint コンテンツ タイプは移行先で継承を保持しません。*注意:EMC Documentum のタイプは 

SharePoint のコンテンツ タイプと同じものになります。 
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ファイル システム移行 

 ファイル システム移行を実行する際に、移行先としてドイツ語サイトを指定してプランを保存し、メタデータ ファイル

の手動での構成を選択した場合、保存する Microsoft Excel ファイル上でドイツ語の翻訳を手動で編集する

必要があります。既定の用語セットのパス: システム; キーワード内の [キーワード] のドイツ語訳が SharePoint 

訳と一致しません。この問題を解決するためには、Excel ファイルを開き、Schlüsselwörter を 

Schüsselwörter (SharePoint 訳に合わせるため) に変更して Excel ファイルを保存し、ジョブを再実行しま

す。これにより、既定値が [システム; キーワード] の状態で管理されたメタデータ列が移行先ノードに作成されま

す。 

 

データ保護 

スタンバイ センター 

 ダッシュボードで複数のグループが選択されている場合、スタンバイ センターの同期・フェールオーバー ジョブが

失敗することがあります。 

 スタンバイ センターでは、IPv6 が構成された環境での同期ジョブの実行に対応していません。 

 DocAve 6 SP 4 で、フェールオーバー メソッドに SQL エイリアスを使用してスタンバイ センターで 単一ファー

ム モードを作成した場合、プレスキャン ジョブを実行してからこのグループを使用して同期ジョブを実行します。

DocAve 6 SP 5 へのアップグレード後、DocAve > データ保護 > スタンバイ センター > ダッシュボード 

に移動します。このグループのノードを展開して選択し、フェールオーバー ジョブを実行します。フェールオーバー 

ジョブは失敗します。 

対処法:DocAve 6 SP 5 へのアップグレード後、フェールオーバー ジョブを実行する先となるグループ内のノード

を展開しないでください。ノードを展開してしまった場合は、グループを削除して新たに作成しなおす必要がありま

す。  

 DocAve 6 SP3 を SP4 に更新する場合、AlwaysOn 可用性グループを使用して SP3 から更新された

スタンバイ センター グループを同期方法として指定すると、プレスキャンおよび同期ジョブは失敗します。これは

、SP4 スタンバイ センター AlwaysOn 可用性グループの同期方法が SP3 と異なるためです。解決策として

は、SP4 に更新した後、スタンバイ センター グループを編集し、列のヘッダーの [削除] をクリックしてグループ

内のノードをすべて削除してから追加しなおします。グループを保存し、このグループを使用してスタンバイ セン

ター ジョブを実行します。 
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 スタンバイ センターでは、カスタム ポートを持つ名前付き SQL インスタンスを同期先 SQL インスタンスとして

テストすることはできません。ポートを持つ名前付き SQL インスタンスが同期先 SQL インスタンスとして指定さ

れた場合、スタンバイ センター同期ジョブはスタンバイ データベースを同期先 Web アプリケーションに添付でき

ません。解決策としては、スタンバイ センターのジョブ実行用のエージェント グループに含まれるすべての 

DocAve エージェントを確認し、エージェントがインストールされている各サーバー上で SQL エイリアスを構成

します。同じ SQL インスタンス名をエイリアス名に使用し、エイリアス名をカスタム ポート番号を持つこの名前

付きの SQL インスタンスにダイレクトします。 

 SQL インスタンス設定でマスター キーを構成した後に、SQL インスタンスのマスター キーを変更する場合、更

新したマスター キーは SQL インスタンス設定インターフェイス上に表示されません。 

最小単位バックアップ＆リカバリー 

 Office 365 の登録ユーザーによって開かれている、またはチェックアウトされているファイルのバージョンはバック

アップできません (SharePoint 2010 で発生)。 

 ドメイン マッピングを使用する際、ドメイン サフィックスが追加されている場合はドメイン マッピングが適用されま

せん。例: ドメイン名.com (SharePoint 2013 で発生) 

 権限の継承を解除したサブサイトを含むサイト コレクションをリストアする場合、リストア後のサブサイトはサイト 

コレクションの権限を継承してしまいます。バックアップ ジョブ前に作成したアクセス許可レベルはすべてサイト コ

レクションのアクセス許可レベルに含まれます。 (SharePoint 2013 で発生) 

 ドキュメントを SharePoint サイトへアップロードした後に内容を削除し、このドキュメントを含めるかたちで最

小単位バックアップを実行すると、リストア ウィザードを使用してドキュメントをリストアして データ選択 画面でド

キュメントをプレビューしようとしても、ドキュメントにデータがないという通知メッセージが表示されません。   

 リストア元の 参照 列に関連づけられた同じ名前のリストがリストア先にある場合、別の場所へリストア ジョブ

の完了後、参照 列の値がリストアされません。リストア先の 参照 列に関連づけられたリストア元のリストに対

してリストア ジョブを実行し、ジョブの完了後に SP2013GranularBackupRestore.cfg ファイルの 

forceUseSourceLookupValue プロパティを true に変更してから別のリストア ジョブを実行して 参

照 列をリストアすることができます。   

プラットフォーム バックアップ＆リカバリー 

 Windows 2012 では、データ ファイルがネットシェア パスに保存されているデータベースは VSS を使用した

バックアップに対応していません。 
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 単一サーバー構成の SharePoint ファームでは、エージェントがインストールされたマシン名が 15 文字を超

過し、かつマシンの IP アドレスが SharePoint 構成の際にデータベース サーバーの値として使用されている

場合、DocAve エージェントでこのファームのサーバー ロールについての正しい情報を得ることができません。

C# API ではサーバー名の 15 文字までしか取得することができないため、DNS から取得した情報との不一

致が発生します。そのため、エージェントでサーバー ロールを取得することができません。この問題の解決方法と

して、サーバー名が 15 文字を超過する場合は、

…\AvePoint\Agent\bin\AgentCommonVCEnv.config に移動し、localSPServerName の値

を完全なサーバー名に変更して、修正を保存します。 

 SharePoint 2013 ファーム内に複数の Search Service アプリケーションが存在しており、かつインデックス 

コンポーネントが同一 SharePoint サーバー内に保管されていない場合、Search Service アプリケーション 

バックアップの際にインデックス コンポーネントをバックアップすることはできません。 

 別の場所へリストア ジョブを実行して、Microsoft SharePoint Foundation Web アプリケーション サ

ービスの停止したエージェントをカスタム エージェント グループに追加します。このグループを使用してバックアップ

した Web アプリケーションをリストアすると、リストア ジョブの完了後リストアした Web アプリケーションのサイト

にアクセスできなくなります。このサイトにアクセスするためには、リストア先の Web アプリケーション URL に名

前が使用されているサーバー上で Microsoft SharePoint Foundation Web アプリケーション サービ

スを開始する必要があります。 

 元の場所へリストア ジョブを実行して Managed Metadata Service をリストアした場合、バックアップ ジョ

ブの完了後に作成した用語グループは用語ストアに表示されます。これは、元の場所へリストア ジョブの後に 

IISReset コマンドを実行し、用語ストア管理ツール ページを更新することで解決することができます。  

 別の場所へリストア ジョブを実行して、ユーザー マッピングが構成された状態で Web アプリケーションおよびそ

のコンテンツ データベースをリストアすると、リストア ジョブは例外付きで完了となり、ユーザー マッピングは失敗

します。リストア ジョブを実行するエージェント アカウントに対してフル コントロール権限を付与して、このエージェ

ント アカウントを使用して別の場所へリストアを再度実行し、競合解決 が 上書きする に設定された状態で

この Web アプリケーション配下のンテンツ データベースをリストアすると、リストア ジョブは完了となり、ユーザー 

マッピングも正常に実行されます。 

 ファーム クローンでは、クローン先ファームへのタグとメモのクローニングには対応していません。  
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 ファーム クローンでは、コネクタ BLOB データのクローニングには対応していません。また、およびファーム クロー

ンの後にクローン先コネクタ ライブラリ内のファイルへアクセスすることはできません。SharePoint の コネクタ設

定 画面で、リストア先のコネクタ ライブラリがリストア元のライブラリと同じストレージ場所を使用しているが、

DocAve マネージャー上ではコネクタ ライブラリの設定が何も構成されていないように見える場合、ライブラリの

パスを構成しても保存することができません。リストア先のコネクタ ライブラリ内のファイルにアクセスするためには

、リストア先ファームのコンテンツ データベースに関連する RBS 設定を有効化した後、ファーム クローン後にリ

ストア先ファームにクローニングされたスタブ データベースを使用してコンテンツ データベースを手動で関連づける

必要があります。これによりリストア先のパスに保管された BLOB データが有効化され、リストア先の 

SharePoint コネクタ ライブラリからアクセスできるようになります。 

 透過的データ暗号化 (TDE) が施されたバックアップ済みデータベースの [別の場所へリストア] を実行する際

、事前にリストア元のマスター キーがリストア先にない場合、[別の場所へリストア] ジョブは失敗します。この回

避策として、リストア先 SQL Server 上で以下の SQL ステートメントを使用してマスター キーを生成します

。 

"USE master;  

GO  

CREATE MASTER KEY ENCRYPTION BY PASSWORD = '<(お使いのパスワード)>';  

Go" 

その後 [別の場所へリストア] ジョブを実行し、TDE 暗号化済みデータベースをリストアします。 

TDE 処理済みのデータベース バックアップは、マスターとなる鍵がリストア先にない場合、別の場所へリストアする

ことはできません。リストア先の SQL Server でマスター キーを作成するには、以下の SQL ステートメントを使

用してください。 

"USE master;  

GO  

CREATE MASTER KEY ENCRYPTION BY PASSWORD = '<(お使いのパスワード)>';  

Go" 

*注意:マスター キーのパスワードは、バックアップのパスワードと一致させる必要はありません。 
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 ファーム クローニング ウィザードでは、クローン先のインデックス場所を構成せずに空欄のままにしてください。これ

はインデックス ファイルが SharePoint サーバー内の既定のインデックス場所へクローニングされるためです。フ

ァーム クローン ジョブの完了時、インデックス ファイルはクローン先インデックス サーバーのクローン元インデックス 

ファイルと同じディレクトリにリストアされます。 

対処法:ファーム クローン ジョブの実行後、別の場所へリストア ジョブを実行して Search Service 

Application を個別にリストアします。 

 Search Service Application のクエリ コンポーネントを展開するためには、インデックス先となるクローン元

およびクローン先のディスク名は一致する必要があります。例: クローン元 C:\ssaindex とクローン先 

C:\ssaindex 

対処法:ファームの再構築 の実行後、競合解決 として 上書きする に設定した 同じ場所へリストア を実行し

、Search Service Application をリストアします。ファームのクローン の実行後、競合解決 として 上書きす

る に設定した 別の場所へリストア を実行し、Search Service Application をリストアします。 

 バックアップ ジョブの実行前にエレメント <ForceUseCache>false</ForceUseCache> の値を true 

に変更すると、インデックスを正常に生成することができます。 

 バックアップ作業の実行中にユーザー プロファイル同期サービスが 開始済み の状態で、同じ場所へリストア ジ

ョブを実行してユーザー プロファイル サービス アプリケーションをリストアする場合、リストア後に同期サービスが

停止します。この問題は、リストア ジョブ後にユーザー プロファイル同期サービスを手動で開始することで解決

できます。  

 ファーム クローンを実行する前に SQL Server PowerPivot Service for SQL Server 2008 をリストア

先の SharePoint ファームで構成することはできません。構成した場合、リストア先のサーバーに再接続する

際にジョブが失敗となります。 

対処法:SQL Server PowerPivot Service がリストア先 SharePoint ファームにインストール・構成されて

いる場合、以下の状況が発生します。 

o SQL Server PowerPivot Service バックアップ データがファーム クローンに使用するバックアップ ジョ

ブに含まれていない場合、ファーム クローンを実行する前に SQL Server PowerPivot Service をリ

ストア先 SharePoint からアンインストールする必要があります。 

o ファーム クローンに使用するバックアップ ジョブに SQL Server PowerPivot Service バックアップ デ

ータが含まれている場合、SQL Server PowerPivot の .dll ファイル 

(Microsoft.AnalysisServices.SharePoint.Integration.dll) を各 SharePoint サー

バー の GAC に登録する必要があります (例 

C:\inetpub\wwwroot\wss\VirtualDirectories\42083\bin)。 
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*注意: リストア先の SharePoint ファームに SQL Server PowerPivot Service がインストール・構成され

ていないにもかかわらず、SQL Server PowerPivot Server バックアップ データがバックアップ ジョブに含まれて

いる場合、リストア先ファームの SQL Server PowerPivot Service はファーム クローン後も動作しません。こ

の場合、ファーム クローン ジョブ後に SQL Server PowerPivot を構成し、SQL Server PowerPivot のイ

ンストール前に指定の .dll ファイル (Microsoft.AnalysisServices.SharePoint.Integrationd.dll 

および Microsoft.AnalysisServices.SharePoint.Integration.resources.dll) を GAC から

削除する必要があります。 

VM バックアップ＆リカバリー 

 孤立した VM はリストアできません。vCenter ホスト サーバー上の ESX/ESXi VM については、VM が 存

在する環境の ESX/ESXi から削除された場合この VM は孤立状態となります。 

 

運用管理 

コンテンツ マネージャー 

 コンテンツ マネージャー ジョブを実行してオンプレミスの SharePoint サイト コレクションから SharePoint 

Online サイト コレクションへ移行する場合、アンケート リスト内の 完了 列の値は移行元で いいえ に設定

されていた場合でも移行先では はい に変更されます。 (SharePoint 2010 で発生) 

 コンテンツ マネージャー ジョブを実行して SharePoint オブジェクトを (ディスカッション リストを含めた) コミュニ

ティ サイトから (ディスカッション リストを含めた) チーム サイトへコピーすると、コピー元のディスカッションはコピー

先で使用できなくなります。また、リスト設定内の [削除] アクションがコピー先で非表示となり、サイト コミュニ

ティ 機能もコピー先で使用不可となります。 (SharePoint 2013 で発生) 

 OneDrive for Business グループ内の登録済み SharePoint Online サイト 2 つを展開元と展開先と

して選択し、コンテンツ マネージャー ジョブを実行します。公開済みのメジャー バージョンを持つファイルが展開

元 SharePoint Online サイトに存在します。コンテンツ マネージャー ジョブの完了後、展開元ファイルのうち

公開されたものを除くバージョンは展開先へコピーおよび移動することができません。 

 SharePoint Online 環境のウィキ ページ ライブラリ内のウィキ ページを SharePoint 2013 オンプレミス

環境へとコピーおよび移動することはできません。SharePoint 環境に保管されている直近バージョンの 

Office データを、古いバージョンの Office がインストールされている SharePoint 2013 オンプレミス環境へ

コピーおよび移動することはできません。 
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展開マネージャー 

 API 制限のため、未発行の Nintex ワークフローは展開先環境へ展開することができません。 

 2010 エクスペリエンス バージョンを選択して、ドキュメント センター テンプレート サイト コレクションを展開元と

して指定し、展開先のサイト コレクションを手動で入力して展開マネージャー ジョブを実行すると、[最高評価

のドキュメント Web パーツ] に表示されているドキュメントは展開先へ正常に展開されません。 

 DocAve SP1 と SP3 CU3 ではデータ構造が変わるため、SP1 から SP3 CU3 へのアップグレード実行後

に SP1 の展開ジョブから開始したロールバック ジョブは失敗します。 

 展開元および展開先両方のコンテンツ タイプで名前が一致しているがタイプが一致しない場合、コンテンツ タ

イプは展開先で上書きされません。この場合、元の名前の末尾に数字を追加して新しくコンテンツ名が作成さ

れます。(SharePoint 2010 で発生) 

 Web フロント エンド レベルの展開プランを構成し、[展開先環境をバックアップする] オプションを選択、ジョブ

を実行後、DocAve を更新した場合、ジョブ モニター上で Web フロント エンド レベルの展開ジョブを選択し

て、リボン上の [ロールバック] をクリックすると、ロールバック ジョブが失敗したことを確認できます。DocAve の

更新を行うと、このようなロールバックの操作は現在正常に起動しません。 

 言語の設定後、SharePoint Online 内のサイト コレクション 01 で HTML フィールド セキュリティおよび 

SharePoint Designer 設定が変更された場合、展開マネージャーでサイト コレクション 01 のサイト設定を

展開元として選択し、SharePoint Online 内の サイト コレクション 02 のトップレベル サイトを展開先として

選択すると、コンテナ レベル競合解決 として マージする が選択され、コンテンツ レベル競合解決 として 上

書きする が選択された場合、言語設定、HTML フィールド セキュリティおよび SharePoint Designer 設

定は展開されません。 

 展開マネージャー コンテンツ整理ルールを使用して展開元および展開先のサイト コレクションにファイルをアップ

ロードする場合、ルールの対象場所としてドキュメント ライブラリが設定されていると、コンテナ レベル競合解決 

として マージする が選択され、コンテンツ レベル競合解決 として 上書きする が選択された場合、複数のサ

イト コレクション間でファイルが展開されてもコンテンツ整理ルールはトリガーされません。 

 SharePoint オンプレミス サイトにアプリをアップロードする場合、該当のアプリは SharePoint Online カタロ

グ サイトに存在しません。展開マネージャー ジョブの展開元としてアプリを選択し、トップレベル サイトとして 

SharePoint Online を選択した場合、コンテナ レベル競合解決 として マージする が選択され、コンテンツ 

レベル競合解決 として 上書きする が選択されると、ワークフロー定義を含む オプションを選択しても、ジョブ

の完了後にアプリが展開されません。 
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レプリケーター 

 SharePoint では、レプリケート元となるサイト コレクションに新しいグループを追加するとリアルタイム レプリケ

ート ジョブを開始するイベントが発生し、データのレプリケート先にグループを同期します。SharePoint はグル

ープ所有者をグループ ユーザーに自動的に追加します。この場合はイベントは発生せず、リアルタイム レプリケ

ート ジョブは開始されません。また、グループの所有者はレプリケート先のグループ ユーザーにはレプリケートされ

ません。グループの所有者は、次回以降のレプリケート処理が開始された際に正常にレプリケートします。 

 レプリケート元およびレプリケート先でコンテンツ クエリ Web パーツを使用する場合、クエリされたリストもレプリ

ケートする必要があります。この作業では Web パーツを含む SharePoint オブジェクトに加え、依存リストの

レプリケートも必要となります。Web パーツが依存する関連リストはサイト内の複数個所に存在する場合があ

るため、レプリケーターではこれらのリストの自動レプリケートは実行しません。 

 管理されるメタデータの用語のレプリケートは、レプリケート元とレプリケート先の両環境で Managed 

Metadata Service が Web アプリケーション レベルで関連付けられ、かつ構成されている場合を除いて実

行できません。 

 プラン マネージャー インターフェイスを使用してプラン ジョブをインポートする際、Silverlight を使用したメモリ

ー リークが発生する可能性があります。この問題を解決するためには、ブラウザを更新してキャッシュをクリアす

る必要があります。 

 タイムライン構成の更新分は増分レプリケート ジョブに含まれません。増分レプリケート ジョブは SharePoint 

イベント キャッシュ テーブルからレコードを特定することができますが、タイムラインの更新分については 

SharePoint 内のイベント キャッシュ テーブルには記録されません。このため、タイムライン構成は増分レプリケ

ート ジョブから除外されます。(SharePoint 2013 で発生) 

 コンテンツ クエリ Web パーツのコンテンツは、レプリケート先で正しく表示されない場合があります。これはコン

テンツ クエリ Web パーツの関連コンテンツがレプリケート先に存在しないので、レプリケート ジョブに含まれない

ためです。この問題の解決法として、コンテンツ クエリ Web パーツの関連コンテンツがレプリケート元の範囲に

含まれているか、もしくはレプリケート先に存在するかを確認する必要があります。(SharePoint 2010 で発

生) 

 SharePoint 2010 環境内で関連用語をアイテム レベルでレプリケートする際の問題を回避するため、

Managed Metadata Service がレプリケート元・レプリケート先の両環境内の Web アプリケーションに関

連付けられていることを確認する必要があります。 

 SharePoint 2013 の保留リストと電子情報開示の機能を使用して新たに作成されたファイル バージョンは

、リアルタイム レプリケートによる複製の対象にはなりません。これは新規作成ファイルが旧バージョンの更新日

時の情報を保持しているためです。この場合、ファイルはスケジュール設定されたレプリケート ジョブが実行され

るタイミングでレプリケートされます。 
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 レプリケーターで SharePoint Online リスト レベル マッピングを作成する場合、単方向プル プランを保存し

て完全レプリケーション ジョブを実行すると、ジョブの実行後にレプリケート元のリストにファイルを追加し、ファイル

に通知の設定を行います。このとき、事前に保存されたプランを選択して増分レプリケーション ジョブを実行する

と、ジョブの終了後にレプリケート元のファイルがレプリケート先へ複製されますが、レプリケート元の通知は複製

されません。これは SharePoint Online クライアント API で通知の複製がサポートされていないために発生

します。 

 レプリケート元のライブラリで バージョン設定 を構成した場合、送信されたアイテムに対してコンテンツの承認

を必須にする で はい を選択し、かつ メジャーとマイナー (下書き) バージョンを作成する を選択すると、マ

イナー バージョン ファイルの承認状態が 承認待ち となります。このとき、レプリケート元のサイト コレクションを 

SharePoint Online サイト コレクションへ複製するジョブを実行すると、ジョブの完了後に 更新者 の値が正

しくないものとなります。これは SharePoint Online クライアント API でマイナー バージョンの 更新者 の値

の複製がサポートされていないために発生します。 

 

コンプライアンス 

リーガル ホールド 

 DocAve エージェントを全体管理サーバーまたは 1 つの SharePoint Foundation 2013 SP1 ファームの 

Web フロントエンド サーバーにインストールし、DocAve マネージャーにログイン後、コンプライアンス > リーガ

ル ホールド > バージョン クロール の順に移動した場合、リボン上で [有効化] をクリックしても Search 

Service アプリケーションは有効になりません。リボン上で [コンテンツ ソースの構成] を選択し、[作成] をクリック

して新しいコンテンツ ソースを作成する場合、ファームはコンテンツ ソースの選択フィールドに読み込まれません。 

Vault 

 選択した Web アプリケーションに対して Vault ジョブを繰り返し実行した際に、ジョブの実行者が選択した 

Web アプリケーションに対して すべて読み取り権限 しか保持していない場合は、Vault ジョブは完全バックアッ

プ ジョブとして実行されます。この問題は、Vault ジョブを実行したユーザーがジョブ内の選択した Web アプリケ

ーションに対して十分な権限を保持していないため発生します。Vault ジョブを実行するユーザーが、選択したノ

ードへのフル コントロール権限を保持しているかを確認してください。 

 SharePoint 2013 では、Vault に対応する API およびコマンドレットに対応していません。 

 Vault ジョブの実行後にコントロール サービスが停止し、ジョブの完了後にコントロール サービスを再実行した場

合、ジョブは失敗し、エクスポート済みオブジェクトはジョブ レポートに表示されません。しかし、ジョブ内の選択した

ノードの SharePoint コンテンツは正常にエクスポートされます。コントロール サービスではジョブ情報が受信され

ず、ジョブはタイムアウトしますが、DocAve エージェントは正常に起動し選択したノードからコンテンツをエクスポー

トします。 
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レポート ポイント 

 ファーム レベルでのベスト プラクティス レポートには、評価の数は含まれません。(SharePoint 2013 で発生) 

 フランス語環境のサイト コレクションに展開されたレポート ポイント ダッシュボード Web パーツに Internet 

Explorer 8 でアクセスする場合、Web パーツ内の一部の GUI アイテムが正しく表示されません。原因: シン

グル クオテーション マークを含むフランス語の GUI アイテムは Internet Explorer 8 でエスケープすることが出

来ないため発生します。 

対処法:フランス語環境のサイト コレクションに展開されているレポート ポイント ダッシュボード Web パーツにアク

セスする場合は、Internet Explorer 8 以外のブラウザを使用してアクセスしてください。 

 DocAve のバージョンを SP3 CU2 にアップデートした後に SharePoint の Web パーツを再展開しない場合

、ソーシャル データの収集と保存に問題が生じる場合があります。 

 DocAve 6 を SP 5 へとアップグレード後に利用状況レポート画面からプランを選択する際に、過去に作成した

サイト レベルの最終アクセス時刻から更新したプランを選択して、リボン上で [レポートを表示] をクリックすると、

レポートを表示 画面に表示されるレポートのサイト コレクション URL 列には何のデータも表示されません。この

データは、過去に作成したサイト レベルの 最終アクセス時刻 プロファイルから利用状況レポート プランのレポート

を生成してから、レポートを表示 画面でレポートを表示することで確認することができます。harePoint 2013 

ファーム内の SharePoint 2010 エクスペリエンス バージョンのサイト コレクションのトップ ディスカッションおよびト

ップ ブログの投稿 Web パーツでは、SharePoint 2010 では いいね！ 機能が無いにもかかわらず、

SharePoint 2013 エクスペリエンス バージョンのサイト コレクション内でディスカッション掲示板の いいね！ デー

タや Web パーツが収集されます。結果として、いいね！ はディスカッションの数とブログ投稿のアクティビティ総数

には含まれますが、レポートには表示されません。 

 

 ソーシャル アクティビティ Web パーツを [サブサイトを含む現在のサイト] に設定し、その後新しいサブサイトを作

成した場合、ソーシャル コレクターは新しく作成されたサブサイトを認識しません。回避策としては、新しいサブサイ

トの作成後 Web パーツのソーシャル プロパティに移動し、[選択の変更] をクリックしてアイテム表示の構成ウィ

ンドウを開き、[OK] をクリックして構成を保存します。オブジェクト選択のアップデート後は、この Web パーツ の

データは正常に収集されるようになります。 

 

 SharePoint 2013 環境では、評価データは各アイテムおよびドキュメントのプロパティとして、ソーシャル データ

ベースではなく該当のコンテンツ データベース内に保存されますが、これによりファーム レベルでアイテムおよびファイ

ルすべての評価データを取得できにくくなります。各コンテンツ データベース内に保存された評価データはソーシャ

ル データベースに関連するものではなく、ソーシャル データベースの制限に含めるべきではないことに注意してくださ

い。 
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 DocAve では、発行側ファームの共有サービス データと使用側ファームの共有サービス データは識別されません

。このため、両ファームのデータは一括で表示され、ファームごとに分けられることはありません。 

 AvePoint トップ ドキュメント もしくは AvePoint トップ Wiki ページ Web パーツで取得した閲覧用のデ

ータを含むドキュメントまたは Wiki ページを削除する場合、閲覧用のデータも同時に消去されます。

SharePoint のごみ箱から削除済みコンテンツをリストアし、レポート ポイントでソーシャル データ コレクター ジョ

ブを実行しても、[すべて] の期間オプションが適用されたリストア済みコンテンツの閲覧用のデータでは、復元後に

閲覧された回数しか表示されません。 

 AvePoint 人気の投稿者 および AvePoint トップ ディスカッション Web パーツでは、コミュニティ サイトの

ディスカッションに対する 閲覧用のデータは表示されません。コミュニティ サイト内のディスカッションを表示中に生

成されたクエリ文字列は、その他のサイトのクエリ文字列とは異なるものになります。レポート ポイントのソーシャル 

コレクターは、この種のクエリ文字列に基づいてコミュニティ サイトのディスカッションに対する “ビュー” イベントを識

別することができず、AvePoint 人気の投稿者 および AvePoint トップ ディスカッション Web パーツの閲

覧用のデータを表示することができません。 

 

ストレージ最適化 

アーカイバ 

 13 文字を超えるファイル名を持つアーカイブ済みファイルを SharePoint からダウンロードした場合、ダウンロード

したファイルのファイル名は 13 文字しか表示されません。この問題は SharePoint による HTTP ヘッダーのパラ

メーターの長さ制限により発生します。 

 エンドユーザー アーカイバでは、エラー メッセージの構成インターフェイスで選択済みノードに対するエラー メッセー

ジを構成の際、入力するテキストをキーボード上の Ctrl + V により貼り付け、[保存] をクリックし、更新したエラ

ー メッセージを保存するとエラーが発生します。これは、Silverlight 5.0.61118.00 内のバグが原因で引き起

こります。DocAve マネージャーがインストールされたサーバー上で Silverlight を更新する必要があります。 

 DocAve 6 サービスパック (SP) 3 を SP4 に更新する場合、更新完了後は SharePoint 内のアーカイブ済

みデータ (SP3 でアーカイブ) に対する検索権限を持つユーザーは、アーカイブ済みデータを閲覧できなくなります

。これは、2 つの DocAve バージョン間で生じるロジックの違いにより引き起こります。この問題を解決するには、

DocAve マネージャーへログインし、コントロール パネル > インデックス マネージャー で、SP3 で使用していた

プロファイルと同様の設定が適用されたインデックス プロファイルを新規に作成します。ここで作成されたプロファイ

ルは SP4 で使用されます。 
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 DocAve 6 SP3 を使用してアイテム・アイテム バージョンをアーカイブするアーカイバ ジョブを実行してから SP4 

への更新を行う場合、SP3 でアーカイブされたアイテム・アイテム バージョンを SP4 のアイテム タイトルおよびアイ

テム バージョンのルールを活用して検索することはできません。この問題は、2 つの DocAve バージョン間で生じ

るインデックスの違いが原因で引き起こります。SP3 内のジョブでは、アイテム タイトル用の全文インデックスは生

成されません。 

 DocAve 6 SP3 を SP4 に更新する場合、SP3 で実行したアーカイバ ジョブを選択し、ジョブ モニターで [ジョ

ブ ログのダウンロード] をクリックします。これにより、アーカイバ ジョブのログはダウンロードされますが、処理プールの

ログはこのなかに含まれません。この問題は、SP3 で取得した処理プールのログにジョブ ID が含まれないため発

生します。 

 SharePoint 2010 ファームのみ DocAve に存在する場合、アーカイバ リストア インターフェイス内の全文イン

デックス モードで、高度検索ポップアップ ウィンドウにニュースフィード アイテムがルールとして表示されます。ツリー 

ノードを選択する前に、高度検索の機能は SharePoint 2010 および SharePoint 2013 の両環境で表

示されます。 

 ニュースフィードの投稿ルールが適用された WSS 2013 ノードに対してアーカイバ ジョブを実行する場合、ジョブ

の完了後にニュースフィードの投稿をすべてアーカイブできなくなります。この問題は、WSS 2013 環境ではユー

ザー プロファイル サービスに対応していないため発生します。 

 [データをアーカイブする際にデータを SharePoint に保持する] オプションを選択するアーカイバ ルールを作成し

、[次のオプションを選択して各ドキュメント / アイテムにタグを付ける] チェックボックスを選択、選択したノードがチ

ェックアウト済みファイルを含むアーカイバ ジョブを実行する場合、アーカイバ ジョブの完了後、チェックアウト済みフ

ァイルにはアーカイバ ルールで指定した列の値が表示されません。この問題は、ファイルをチェックアウトする際に [

ローカルの下書きフォルダーを使用する] チェックボックスを選択すると発生します。このロジックは SharePoint の

ロジックと一致します。ファイルをチェックアウトする際に [ローカルの下書きフォルダーを使用する] チェックボックスを

選択すると、このファイルのプロパティを編集することができません。 

 ノードに対するエンドユーザー アーカイバ リストア用の必須権限を変更し、アーカイバ ジョブを実行しない場合、ノ

ードへの十分な権限を持つユーザーはアーカイバ済みデータを一切閲覧できないか、アーカイバ リストア ジョブを

実行することができなくなります。ノードのリストア権限は Index.db ファイルへ保存されます。Index.db はアー

カイバ ジョブの実行後にのみ更新されます。  

 アーカイバ リストアの全文インデックス モードで高度検索の機能を使用する際、[次の値を含む] および [次の値

に一致する] 条件では、* はワイルドカードとして使用され、データを検索します。この問題の解決策としては、ス

ラッシュ (\) を * の前に挿入することで通常の文字として扱われます。  

 テンプレートが発行ポータルであるサイト コレクションを選択し、このサイト コレクションに対してドキュメント ルール

を適用、アーカイバ ジョブを実行する場合、ジョブの完了後にサイト コレクションのホームページ上の built-in 画

像は表示されません。このタイプのサイト コレクションで使用される built-in 画像はスタイル ライブラリおよびイメ

ージ ライブラリに保存され、アーカイバ ジョブに含まれます。 
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 ツリー ノード内の SharePoint Server 発行インフラストラクチャのサイト コレクションの機能、および 

SharePoint Server 発行のサイトの機能がアクティブなサイト コレクションを選択すると、このサイト コレクション

のページ ライブラリ配下に大量のページ バージョンが存在することになります。サイト コレクションにサイト コレクショ

ンのルールを適用し、アーカイバおよびアーカイバ リストア ジョブを実行すると、バージョンによりページのサイズが異

なります (旧バージョンで発生)。これに加えて、アーカイバ リストア ジョブの実行前と後では、現在のバージョンの

ページは異なって表示されます。この問題は SharePoint の制限により発生します。 

 更新マネージャーで DocAve 6 サービス パック (SP) 2 を SP3 にアップグレードし、

AgentCommonWrapperConfig.config ファイルを更新してアーカイバの最終アクセス時刻ルールに使用さ

れるロジックを変更します。この作業をしても、構成ファイルで SharePoint 内の該当するストレージ マネージャ

ーのスタブに対する最終アクセス時刻の使用を指定している場合、もう一方のロジック (監査データ取得ジョブに

より取得された最終アクセス時刻を使用する) を適用したポップアップ ウィンドウが表示されます。ポップアップ ウィ

ンドウは DocAve マネージャーによって管理されます。DocAve マネージャーは

AgentCommonWrapperConfig.config ファイルが変更されたかどうかを監査できないため、どのロジックを

使用してもポップアップ ウィンドウは表示されます。 

 アーカイバ列を含んだ各ファイルにタグ付けをするアーカイバ ジョブを実行、アーカイバ ジョブの SharePoint デー

タを変更、および同じノードでアーカイバ ジョブを再度実行すると、アーカイバ列の値はまだ存在します。これは、デ

ータのバックアップ中は DocAve ではアーカイバ列およびカスタム列の識別ができないため発生します。アーカイバ

列の値はすべてバックアップ・リストアされます。 

 アーカイバ ルールで [各ドキュメントのスタブを SharePoint に保持する (ストレージ マネージャーを使用)] チェ

ックボックスを選択して、SharePoint 2013 環境で Microsoft Office ファイルを含むノード上でアーカイバ ジ

ョブを実行します。この時、SharePoint データは変更せず、[各ファイルを SharePoint レコードとして宣言する

] チェックボックスを選択して再度同じノード上でアーカイバ ジョブを実行すると、アーカイバ ジョブは例外を含み完

了します。[各ファイルを SharePoint レコードとして宣言する] チェックボックスを選択してアーカイバ ジョブを実

行すると、ストレージ マネージャーのスタブは実コンテンツに変換されます。 

 サイト コレクションからサイトへの権限継承を解除し、サイト コレクションにグループを追加、エンドユーザー アーカ

イバ リストアのサイト コレクションに対する必須権限をグループに付与します。この後サイトおよびサイト コレクショ

ン上でアーカイバ ジョブを実行すると、グループ内のユーザーはまだサイト内のアーカイブ済みコンテンツを閲覧・ダ

ウンロード・リストアすることができます。 

 SharePoint 2010 エクスペリエンスのサイト コレクションと SharePoint 2013 エクスペリエンスのサイト コレク

ションの両環境でアーカイバ ソリューションを展開すると、ソリューション コレクションのうち 1 つを取り消す際にアー

カイバ ソリューションが取り消されます。この問題は SharePoint ロジックにより発生します。問題の解決方法と

しては、コントロール パネル > ソリューション マネージャー で、サイト コレクション上で取り消し済みアーカイバ 

ソリューションを展開します。 
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 構成済み物理デバイスのタイプが FTP であるストレージ ポリシーを作成し、アーカイバ ルールでこのストレージ ポ

リシーを使用、このルールを使用してアーカイバ ジョブを実行後、該当するアーカイバ リストア ジョブを実行すると

、ジョブは完了 (実行中に例外あり) する可能性があります。これは、2 つ以上のアーカイバまたはアーカイバ リス

トア ジョブが同時に実行した場合に起こります。既定では、FTP クライアントに対する接続セッションの最大数は 

2 です。2 つ以上のアーカイバまたはアーカイバ リストア ジョブが同時に実行した場合、1 つのジョブは 2 つの接

続セッションを使用します。2 つ以上のジョブが実行している際、FTP クライアントに対する接続セッションの数は

セッション制限を超え、新しい接続セッションはタイムアウトします。 

 個人用サイトを作成したことのないエージェント アカウントを使用して、サイト コレクションのニュースフィードの投稿

を投稿、アーカイバ ルールのニュースフィード投稿レベルをサイト コレクションに適用し、アーカイバ ジョブを実行す

る場合、新しく投稿されたニュースフィードの投稿に対するスキャンは失敗します。この問題を解決するには、この

エージェント アカウントを活用して個人用サイトを作成する必要があります。 

 DocAve 6 SP2 CU1 を使用して、エンドユーザー アーカイバ ソリューションをファーム内の Web アプリケーショ

ンの一部に展開、DocAve マネージャーおよびエージェントを DocAve 6 SP4 に更新し、エンドユーザー アーカ

イバ ソリューションが展開されていない Web アプリケーションのエンドユーザー アーカイバの機能を使用すると、こ

の機能に対する GUI アイテムが正常に表示されません。解決策としては、インターネット インフォメーション サー

ビス (IIS) マネージャーの Web アプリケーションの Web サイトを再起動させます。 

 アーカイバでは、SharePoint 2013 環境のアプリをアーカイブすることはできません。 

 アーカイバの全文インデックス モードで検索機能を使用すると、検索したインデックス データのツールチップの検索

キーワードはハイライトされません。これは、インデックス データが DocAve 6 サービス パック SP3 以前の 

DocAve バージョンで生成された場合に起こります。 

 SharePoint Foundation 2010 または 2013 環境では、インプレース レコード管理の機能に対応していま

せん。 

コネクタ 

 SharePoint の Explorer ビュー上で大量のコネクタ スタブ、または大量のコネクタ スタブを含んだフォルダーを

別のリストへと移動する場合、このアイテムは見つかりません というエラーが表示されることがありますが、フォルダ

ーおよびコネクタ スタブは移行先へ正常に移動されます。この問題は SharePoint の制限により発生します。

詳細な情報については、TechNet の記事 (Issues Uploading Large Files to SharePoint) をご参照く

ださい (英語)。 

 ネットシェア パスを使用し、バージョン管理が有効になっているコネクタ ライブラリについては、過去にメジャー バー

ジョンを発行しており、かつ複数のマイナー バージョンを持つドキュメントの発行を解除する場合、.fsdl\history 

フォルダー内のファイル データが失われる可能性があります。これは SharePoint の問題です。 

http://blogs.technet.com/b/praveenh/archive/2012/11/16/issues-with-uploading-large-documents-on-document-library-wss-3-0-amp-moss-2007.aspx
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 接続先フォルダー内のファイル数が 5000 を超える場合、接続先フォルダーのサブフォルダー内のファイルは 

SharePoint コネクタ ライブラリに同期されません。この問題は SharePoint API の制限により発生します。

Microsoft では、1 つのリスト ビュー内で 5000 を超えるアイテムを一度に表示することを推奨していません。こ

れは、SharePoint API でサブフォルダーの数を計算する際に問題が発生することが原因です。解決方法は以

下の通りですが、これによりパフォーマンスの問題が発生する可能性があります。  

SharePoint 全体管理を開き、アプリケーション構成の管理 > Web アプリケーションの管理 へ移動しま

す。お使いのリストをホストする Web アプリケーションを選択します (例: SharePoint - 80.4)。リボン上で 

[全般設定] を選択し、[リソースの調整] をクリックします。リスト ビューの閾値の上限が 5000 と表示されるの

で、値を編集します。[OK] をクリックして構成を保存します。 

 サイト URL が長すぎる場合は、SharePoint 上で コネクタ設定 ページに移動することができません。これは 

SharePoint の制限が原因です。コネクタ設定 ページに移動する際に URL が 260 文字を超過する場合、

エラーが表示され、ページへ移動することができません。 

 コネクタ設定で、ファイル システムからメタデータの読み込み フィールドの [ファイル システムからメタデータを読み

込む] を選択します。パスが長すぎる (255 文字を超える) ファイルのメタデータは SharePoint へ同期されま

せん。SharePoint API では、パスが 255 文字を超えるファイルのメタデータを取得することができません。 

 SharePoint 2010 エクスペリエンス バージョンのテンプレートを使用して作成した SharePoint 2013 サイト 

コレクションでは、コネクタのライブラリを作成することはできません。 

 エージェント サービスの中断中に SharePoint コネクタ ライブラリ内のファイルおよびフォルダーの名前が変更され

た場合、変更は構成パスの先には同期されません。 

 SharePoint 2010 から SharePoint 2013 にアップグレードする際、コネクタ ライブラリに変換したメディア ラ

イブラリは現状アップグレードすることができません。メディア ライブラリ内のデータは、アップグレード後は使用できな

くなります。 

 SharePoint の制限上の理由から、Information Rights Management は接続データのバージョン ファイ

ルには対応していません。 

 ストレージ内にあるファイルのサイズが SharePoint 側では異なる場合、ストレージ側でのファイルの編集は可能

でも、SharePoint 上ではこのファイルを開けない可能性があります。解決策としては、ファイルを再度開いてみる

か、同期ジョブを実行します。 

 サファリのブラウザ－ではコネクタのリンクをアップロードすることができません。これは、サファリが Silverlight に対

応していないため発生します。 

 ネットワーク ファイル システム ストレージのコネクタ パスを構成する際に、DocAve エージェントのあるローカル シ

ステムの言語が英語で、かつネットワーク ファイル システム ストレージ内のファイルのファイル名に非 ASCII 文字
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が含まれている場合、該当ネットワーク ファイル システムからの同期先となる SharePoint 上の該当ファイルの

名前で文字化けが発生します。 

 

 SharePoint 2010 のコネクタ ライブラリでは、サイト コレクションのごみ箱からファイルをリストアする場合、ストレ

ージ場所に存在するファイルは非表示の .fsdl フォルダーからネットシェア フォルダーに移動しません。これは、

SharePoint 2010 の制限によるものです。サイト コレクションのごみ箱からファイルをリストアする際にイベント ハ

ンドラ―が起動しないため、コネクタはこのイベントを識別することができません。この問題を回避するには、同期ジ

ョブを実行することで、ストレージ場所にあるファイルは正しい場所へリストアされます。 

 

 コネクタ先のフォルダーがコネクタ先の環境内のごみ箱フォルダー (...\fsdl\_r) にまだ残っているため、

SharePoint のごみ箱から SharePoint へフォルダーをリストアし、[コネクタ リンク ファイルのアップロード] を使

用して、ファイルをリストアしたフォルダーへアップロードする場合、ファイルのアップロードに失敗する可能性がありま

す。フォルダーをリストアし、ファイルをアップする前に同期が正常に機能していない場合、コネクタ ごみ箱フォルダー 

(...\fsdl\_r) 内に関連するストレージ フォルダーが残っています。解決策としては、同期を実行してフォルダー

をストレージ システムの正しい場所に移動します。 

 

 HTTPS プロトコルを使用しているサイトでは、.m4v、.mp4、.wma、および .3gp ビデオは起動しません。 

 

 コネクタ リンク ファイルを含むフォルダーを SharePoint のごみ箱へ削除し、DocAve 6 SP4 に更新してから同

期ジョブを実行する場合、ストレージ内の関連するコネクタ リンクのファイルはフォルダー (...\_r) に移動しませ

ん。 

 

 コネクタでは、ファイルのチェックインおよびチェックアウト機能に対応していません。 

 

 DocAve 6 SP3 でストレージ パスを構成し、構成したパスを削除した後 DocAve SP4 に更新する場合、削

除したストレージ パスに対する資格情報は管理アカウント プロファイルに保存されます。 
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ストレージ マネージャー 

 スタブ トレース機能が、読み取り専用 SQL Server コンテンツ データベースに存在する SharePoint サイト コ

レクションでアクティブ化されている場合、[外部化の詳細] ボタンはファイル メニューに表示されません。これは、コ

ンテンツ データベースが読み取り専用のため発生します。SharePoint 環境では、関連する権限を必要とするコ

ントロールは非表示になります。 

 STSADM で "backup" コマンドを使用し、孤立したスタブを含む SharePoint 2010 サイト コレクションをバ

ックアップすると STSADM コマンドがフリーズし、関連する SharePoint 2010 サイト コレクションのロック状態

が読み取り専用 (追加、更新、削除をブロックする状態) に変更されます。この問題は SharePoint の制限が

原因で発生します (SharePoint 2013 では解消されています)。 

 EBS を有効化した環境で AgentToolSP2013MoveStub.exe ファイルまたは 

AgentToolSP2010MoveStub.exe ファイルを実行してサイト コレクションを別のコンテンツ データベースに移

動する場合、サイト コレクション内の元のスタブ (サイト コレクションの移動前に生成されたもの) と新たに生成さ

れたスタブ (サイト コレクションの移動後にストレージ マネージャーのスケジュール ジョブで生成されたもの) へはア

クセスすることができません。ただし、実コンテンツへの変換は正常に実行することが可能です。 

 長い URL を含むサイト コレクションに対して [代替ファイル アクセス] 機能をアクティブ化し、制限付きファイルを

サイト コレクションにアップロードした場合、アップロードは失敗します。SharePoint 2010 では、サイト コレクショ

ンの URL は 156 文字以下である必要があります。SharePoint 2013 では、サイト コレクションの URL は 

152 文字以下である必要があります。 

 サイト コレクション (プラットフォーム バックアップ & リストアを使用して、リストアする前にスケジュール ストレージ マ

ネージャー ルールが適用されたもの) を、プラットフォーム バックアップ ＆ リストアを使用して [元の場所へリストア

] を選択し、スケジュール ストレージ マネージャーでジョブの実行を選択した場合、ジョブは失敗します。この問題

の回避策としては、ツリーを更新後、スケジュール ストレージ マネージャー ルールを再度適用し、ジョブを再実行

します。 

 SharePoint 2013 のサイトに対し [代替ファイル アクセス] 機能を有効化します。制限付きファイルまたはブロ

ックされたファイルをライブラリへアップロード、ライブラリのファイル リンクを選択し、表示されたウィンドウ上で [保存]

、[開く]、または [キャンセル] を選択した場合、ファイルをライブラリからダウンロードすることはできません。回避策

としては、該当するサイトから サイトの設定 > サイト機能の管理 に移動し、[ダウンロード最小化戦略] 機能

を非アクティブ化します。 

 代替ファイルをコネクタ ライブラリ、または代替ファイル アクセス機能が有効化されたストレージ マネージャー ノード

にアップロードする際、ファイル名が 123 文字を超えるファイルのアップロードは失敗します。この問題は 

SharePoint の制限により発生します。SharePoint にアップロードするファイルの名前は 128 文字以内であ

る必要があります。SharePoint に代替ファイルがアップロードされる際は、ファイル名の後ろに自動的に 

".aspx" が追加されます。このため、代替ファイルの名前は 123 文字以内である必要があります。 
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 列の追加設定で使用するコンテンツ タイプの管理では、ドキュメントへのストレージ マネージャー リンクおよびマル

チメディアのコネクタ リンクや、ドキュメント コンテンツ タイプへのコネクタ リンクに対応していません。 

 コンテンツ データベースのファイルストリームを有効化した後、このコンテンツ データベースの RBS を有効化します

。そして、リアルタイム ストレージ マネージャー ルールを構成し、SharePoint へのルールを満たすファイルをアップ

ロードする場合、ファイルは SharePoint 上でスタブにはなりません。この問題は SharePoint の制限により発

生します。この問題を解決するには、エージェント サービスを再起動する必要があります。 

 コンテンツ データベースのファイルストリームを有効化し、ルールの設定をした場合、このルールを満たすファイルは 

SharePoint へのアップロード後、スタブとなります。DocAve エージェントをインストール後、ファイルストリームに

よって設定されたルールを満たすファイルは、ファイルストリームが有効になっているコンテンツ データベースへアップロ

ードすることができません。この問題は RBS ロジックにより発生します。詳細については、AvePoint のナレッジ ベ

ースに関する Solutions for FileStream Provider and DocAve 6 RBS Provider Coexistence (英

語) を参照してください。 

 SharePoint の 大容量ファイルのアップロード ウィンドウをから大容量ファイル、複数のファイル、禁止されてい

るファイルなどをアップロードする際に、アップロードするファイルの参照 をクリックし、開く ウィンドウでアップロードす

るファイルをすべて選択して [開く] をクリックしても、ファイルは SharePoint へアップロードされません。 

 

  

http://www.docave.com/SitePages/KB/Detail.aspx?kbid=10920
http://www.docave.com/SitePages/KB/Detail.aspx?kbid=10920
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